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図-3 過去のま進藤被害率例における堤防高と
沈下識の関係(建設省河川局 H7. 3) 
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図-7 試料採取持の乱れによる強度低下
メトー向。崎町司司0-_ _，r，_ 
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図-11 有明粘土地盤における対策エの代表例 軟弱地盤上の堤体の地震時安定性につい
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よってせん断強度が低下しやすいと考えら 騒著者略歴
れる.その程度を動的せん断試験で測定し，
設計に取り入れることの当否を検討するこ
と
(3)有限要素法による動的解析を行うこと
により，地震によってせん断ひずみが累積
する部分を把握しておし陪時に地震時の
堤体および地盤の応力ひずみ挙動を明らか
にすること.
(4)円弧すべり計算においては，改良体ブ
ロックの外側に受動土圧を考慮すること，
深度方向に水平震度んを変化させること，
などの当否を検討すること.
(5)円弧すべり計算における最大深さの
設定は重要な問題である.提案されている
堤前高さの 2倍を円弧すべり面の最大深度
とするという目安値を出発点として，既往
の破壊時例等の一調査を行った上で合理的方
法を探っていくこと.
(6)堤体材料および改良体にネパリをもた
せることは，地震などの短期荷重に対して
有利であると考えられる.堤体に地盤補強
材を入れた場合の効果について検討するこ
と.
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